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急に色めき立って來アこ彗星界
　彗星界は此の数年來可なり淋しかった．專問家には，それでも，毎年若
干の微光彗星が現はれて，毎日三夜の位置測定に忙しい日もないではなか
ったが，光りは大抵皆望遠鏡を必要とする程度のものであったから，物理
的な研究は殆んど不可能であった一こんな憐れな有様であったから，世
間のアマチュアたちも，彗翌といふものから殆んど全く縁が切れたらしく
思はれた．老人の回し話に聞かされるやうな長v・尾を持つ立派な彗i星など
は，こん後，叉，何時になったら見られるのかと，心細く思はれた・
　ところが，いよいよ今1931年に至って，俄然，彗星界は色めき立って來
た．一但し，今年も，年の初めは，やはり，彗星は何一一つ見えす，確か
に見える筈のエンケ彗星さへ，日本は言ふに及ばす，欧米三三に於いてさ
へ，誰も回れを獲見に成功せす，若しや，今度はエンケが見えないといふ
珍らしいレコ1ドが作られるのでは無かろうかと案ぜられた．
　しかるに，今年も漸く李ば過ぎたと思はれる七月中旬になって，コペン
ハ1ゲンの國際天文同盟からサアキユラ1NQ．325が到着した．此の中に，
はからずも，エンケ彗星が南米アルゼンチン國コルドバ天文9で獲見さ
れたといふ通知が載せられてみた．どうしたわけか，之れは電報によらす，
サ1キユラiだけの通信であった．獲見者はBobOne氏といふ，余り名を
聞かなV・新人，二見日は去る六月21日，場所は小犬座のプロシオン星の北
3度のあたり，光度は9等級であった．
　この報知の後，南阿ユニオン天文璽のウド民から，去る六月14，16三日
同所で撮影した爲眞板に，エンケ彗星が現はれて居ることを報じ，爾ほ此
の観測は引き旧き六月24日まで行はれてるることが報ぜられた．此等の槻
測から見ると，エンケ彗星はマトキ1ヰチ氏やクロムメリン氏の豫想より
敏時間早く，多分六月3．0日（世界時）頃に近日難を通過しtaものらしい，
　このエンケは目下しさそり「座の南方を東行しつNあるから，槻測は困難
であるが，強力な望遠鏡ならば九月頃から見え始めるだろう・
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　エンケ彗星の尊見と相前後して，今年の第二彗星1931bが，米國カリフオ
ニヤにみる日本人長田政＝＝氏によって磯見されたことが，ハワげ大
回とコペンハ1ゲンとを通じて電報された．長田氏加州はプロ1リに居る
人で，長く以前からの我が同好會員である．獲見は取り敢へすヰルソン山
天文墓に報告され，其所でブンマ1ネン氏が之れを確かめ，それから世界
各國へ知らされたので，可なり手敏を維たものである．從って今も尚ほ本
統の獲見が心月何日であったか不明である．しかし最初は獅子座ロ1星の
近くに総見されたと報告されてあるから，七月13日頃に行はれたものか？
　京都の花山では此の電報を受けて，中村三一が七月23日から二心夜，日
没後の西天に観測を始めた．光は6等乃至7等で，近頃珍らしV・明るさであ
ることを，クロムメリン氏も注意してみる・
　共の込米國からZug，　Berman爾氏が七月18日，20　H，22日の三日間の
観測から算出した軌道を知らせて來た．此れによると，此の長田彗星は去る
六月15日に近日鮎を通心し，傾斜41。の軌道面を持ち，目下少しつつ地球か
らも遠ざかりつSあるが，黄道より北なので，可なり長く見える筈である．
去る八月10日頃，和歌山で行はれた本會天文講習會で一一同此の彗星を観望
した．此の星は長さ4。の尾があると米國から報ぜられた．詳細は花山ブレ
テンを見られよ，
　最後に1931cといふ第三彗星が富源でライヴスRyvesといふ人によ
って八月13日に磯見された．ライヴス氏も亦今まで名を聞かなv・新人なの
で，何所の人だか判らないが，濡話後，まもなく，八月14日にシカゴ大學
ヤ1キiス天文毫のヅンビ1スブルツク教授の観測が報ぜられてるる。其
れによると，場所は蟹座で，光度は4等級，長さ1。の尾がある，朝早く東
天に現はれ，黄道に滑ふて東行してみる．
　花山では八月十八日朝から観測が始められた。四等級といふ近年珍らし
い明るさのものとの報告であったから，十八日朝は中村，上田，山本，古
畑の諸氏が午前3時頃から床を起きて，それぞれ大小望遠鏡をたよりに東
の低い室をさがした．當時は未だ彗星の運動方向が不明であったので，ヅ
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ンビ1スブルツク教授の槻測位置の附近を隈なく捜す必要があった．暫く
して，東天にはシリウス，プロシオン，木星等が現はれ，もはや日の出も
近V・ので，ノ、ラノ・うと，氣をv・ら立たせたが，午前4時頃，先づクク30セ
ンチ屈折鏡のド1ムの中から中村氏は，
　L彗星の頭が見え出した！！　　　光度は4等「1
と，大きい叫びを塞げた，之れに働まされて，外の人々も木星の附近に果
して明るい此の彗星を見つけ出した．なるほど明るい．尾も見えてみる．
中村氏と上田氏とは測導管測をせられ，尚ほ，巾村氏は16センチ反射鏡で
下下を撮：影された．此の寓眞には，僅か2分時聞の曝露であるに拘らす，
長さ2Qばかりの尾が二つ現はれ，更に第三の尾が曲って見えてみた．
　天氣は共の後も引きつづき好晴であったので，八月20日朝まで連績的に
観測が行はれた．かうして，
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此の三つの親測位置から，上m，柴田雨氏は軌道の算出をせられた．共の
結某，此の彗星は，軌道傾斜角1670といふ逆行蓮動のもので，近日黙は八
月25，8（U．T，）自IJち26日午前4時に通過し，其の時，太陽からの距離はゐ輩
位，即ち200萬里である事が知れた．從って，近年に例が無v・珍らしい星
であって，光度は連日噌旨し，月末には金星を越える程の光となり，白書
にも見える筈であり，尾は・八月25日までは日出前の東天に，其の後は日
渡後の西天に長く見えることも豫想され，天文豪の一同は大に緊張した心
持となった・
　此等の事は取り敢へす，花山ブレテンや，本會の急報によって熱心家に
通知されつNある．
近頃，彗星界の興味ある話題は，今から二十九年目前の1902年三年4日
に，猫逸ハイデル〈こルヒ天文憂でラインム1ト氏が篤眞板上に彗星らしい
ものを認めたけれど，其の後，槻測が行はれす，時事不明のま曳に淺され
てあったのが，英國カニンガム氏の研究により，之れは1927年にシブスマ
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ン，ワクマン爾氏が獲敵した且925111とv・ふ彗星と同じものであること
が立謹されたことである。此のシヅスマン彗星は殆んど圓形に近い軌道を
巡ってみる珍らしい彗星であって，今までの出ての彗星硯測のレコ1ドを
破り，遠日黙の近くでも槻測が出來たのである．（由本）
今年九月末には皆既月食がある・日は
　　　　　　　九月　27日　午前4時から5時牟まで
詳細は本誌の天象欄，及び，天文年鑑第81頁を見られ
よ．
? ? ?
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　本會々長山本一清博士は，去る七月中旬，北海道大雪山調査會の招聰
により，夫人同律旭川に行かれ，調査並びに講演された．其の途中，水澤，
盛岡，函館，小樽，札幌，東京の各地に立ち寄られた・七月22日蹄洛・同
24日には東洋文化夏期大學にてJapanese　Astronoiny　in　Past　and　Present
と題する英語講演をせられ，七月27日からは鳥取縣へ，八月8日からは和歌
山へ，八月22日からは倉敷天文憂へ赴かれた．同博士は九月6日JOBKに
て天文學に幽するiliS’演をされる筈．叉，十一一一・」’1には文埋科大學の招きによ
り天文學酵義のため約二JJ昏乱島へ赴かれる由．
　議員古畑正秋氏は八月中研究のため花山天文塁に滞在された．
　叉，會員小曲孝二郎，覇井壽彦雨氏は八月rド旬花山大文毫に來訪され
デa．
